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№ 開催日 開催時間 会　　　　　場

※

終
了
時
間
は
内
容
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
話
し
合
う
、「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
、
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て

い
る
こ
と
や
行
政
へ
の
要
望
、
ご
意
見
等
を
直
接
伺
う
こ
と
で
、

課
題
を
共
有
し
、
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
の
べ
１
，
４
６
０
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

身
近
な
道
路
の
維
持
補
修
や
整
備
の
進
捗
状
況
、
災
害
対
策
、

空
き
家
対
策
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
問
題
な
ど
、
日
常

に
か
か
わ
る
課
題
や
市
政
へ
の
疑
問
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
長
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
本
庁
並
び
に
支
所
に
備
え

付
け
ま
す
。

　

懇
談
会
当
日
は
、
市
か
ら
の
重
要
施
策
に
関
す
る
報
告
、
事
前

質
問
に
対
す
る
回
答
の
の
ち
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク（
自
由
討
論
）を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ご
意
見

や
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課　

☎
(21)
２
３
１
７

　市民や企業からの寄付金を原資とした「市民協働まちづくり
ファンド」を活用し、市民団体のまちづくり活動を応援する
“とちぎ夢ファーレ”にて、今年度、補助を受ける31事業が
決定しました。
寄付のお願い　「とちぎ夢ファーレ」事業は、市民・企業の

皆さんの寄付によって支えられています。皆さんの応援を
お待ちしております。平成28年度も市民協働まちづくり
ファンドに、市民・企業の皆さんから、総額1,874,860円もの
寄附をいただきました。ご協力、ありがとうございました。
問合先　地域づくり推進課　☎(21)2332 
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19:00～21:00

18:30～20:30

19:00～21:00
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「平成２９年度市民活動推進事業“とちぎ夢ファーレ”助成事業決定「平成２９年度市民活動推進事業“とちぎ夢ファーレ”助成事業決定

Ａコース(スタートアップ補助)（新規事業若しくは新規事業を起こすための準備又は新規の地域コミュニティ活動への支援） 合計：4団体

3月12日に行われた公開プレゼンテーション

団　　体　　名
静和二地区まちづくり協議会
ブック・リング

事　　業　　内　　容 団　　体　　名№
栃木武徳殿
Tochigi Global Group

剣道は礼に始まり礼に終わる! 剣道で心技体を学んで元気な栃木市の子どもの育成!
イギリス文化体験 Duck Race

事　　業　　内　　容№
1
2

3
4

Ｄコース(まちづくりパワーアップ補助)（市全体の活性化につながる事業又は合併前の市町間を超え、相互に交流及び連携を図る事業への支援） 合計：3団体
団　　体　　名

開運・幸来あかり委員会
地域未来活性化プロジェクト

開運・幸来あかりプロジェクト
次世代・移住者へ住み良い魅力をインターネットで伝える、地域情報ポータルサイト『栃木市ドットコム』

事　　業　　内　　容 団　　体　　名№
とちぎ「まちドラマ」制作部 とちぎ「まちドラマ」制作事業

事　　業　　内　　容№
29
30

31

Ｂコース(ステップアップ補助)(既存団体の新規事業又は既存事業の充実若しくは拡大への支援) 合計：15団体
団　　体　　名 事　　業　　内　　容 団　　体　　名№ 事　　業　　内　　容№
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9
10
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12

13
14
15
16
17
18
19

傾聴ボランティア‶ほのぼの"
蔵の街うたごえ実行委員会
特定非営利活動法人　障がい者の一人暮らしを考える会
ネットワークとちぎ
清水登之顕彰会
中根絆会
栃木市女子ソフトボール大会実行委員会
栃木どろんこバレー大会実行委員会

高齢者施設、傾聴ボランティア訪問で高齢者元気ＵＰ支援
蔵の街うたごえ喫茶
にじ色まつり
蔵プロジェクト ～蔵のまちショーウインド～
第2回清水登之絵画コンクール
各種イベントの実施により地域の活性化・及び安心安全な町づくり事業
栃木市ソフトボールパーク
遊休農地を活用して、どろんこの中でバレー大会

さんきっずぷらす
デモクラティックスクールつながるひろば
大平ウィルチェアダンス研究会
倭町北二自治会
とちぎの山車祭り伝承会
田村律之助顕彰会
『吾一』市民合唱団

こころひとつに踊ろう! 楽しいYOSAKOI!!
地域も学び場(｢学校｣)‶｢不登校｣０のまちづくり"
車椅子に乗って楽しく踊ろう！
歴史を楽しみ｢とちぎ秋祭り｣に参加するまちづくり
蔵の街から、お囃子の聞こえるまちづくり
－ビール麦の父 田村律之助生誕150年記念企画―
栃木市出身の文豪(教育者)山本有三とその作品に盛り込まれた精神を顕彰し、広報活動を行う

Ｃコース(ジャンプアップ補助)（市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施する事業又は複合的に行う事業への支援） 合計：９団体
団　　体　　名 事　　業　　内　　容 団　　体　　名№ 事　　業　　内　　容№

20
21
22
23
24

25
26
27
28

100歳の詩人・柴田トヨと歩む会
子育て支援クラブ　あくあとちぎ
皆川街づくり協議会グリーンツーリズム部会
とちぎ娘町推進協議会
Teamとち介っ人

とちぎが生んだ詩人　柴田トヨさんの詩の心を広めよう
発達障がいの児とその家族同士の交流活動＜途切れのないサポートの場作りと自分育ちを応援する事業＞
地域及び都市住民との農業を通した交流と農村文化の継承及び掘り起こし
蔵の街ゆかたコンテスト
とち介ふわふわハウスキャラバン隊～子供達の笑顔を地域の力に～地域の魅力を発信！

ピアステップ栃木
谷中村の遺跡を守る会
特定非営利活動法人自然史データバンクアニマnet
P.S.G活動団体

心のピアサポート
谷中村事件の歴史の現場における谷中村村民子孫との交流
大柿いきもの調査隊～家族でもっと生きもの調べと農業体験～
そらのこマルシェ

６月29日(木)
６月30日(金)
７月３日(月)
７月10日(月)
７月13日(木)
７月24日(月)
７月31日(月)
８月３日(木)
８月４日(金)
８月７日(月)
８月17日(木)
８月21日(月)
８月24日(木)
９月11日(月)
９月13日(水)
９月19日(火)
９月25日(月)
10月10日(火)
10月23日(月)

赤津小学校体育館
家中小学校体育館
真名子夢ホール
西方総合文化体育館
静和地区公民館
岩舟公民館
岩舟健康福祉センター（遊楽々館）
栃木第五地区コミュニティセンター
皆川公民館
栃木第四地区コミュニティセンター
国府公民館
吹上公民館
栃木第六地区コミュニティセンター
大平公民館
大平東地区公民館
大平隣保館
部屋地区公民館
藤岡総合支所旧議会棟
三鴨地区公民館

問合先　公共施設再編課　☎(21)2336

・各地域の総合支所・公民館等は老朽化が進み、耐震性に問題を
　抱えている。そこで、従来通り各々で建替えるのではなく、
　複合化することにより防災拠点機能の向上を図るとともに、
　地域コミュニティの拠点を形成することを検討する。
・市域施設の再編モデルに伴い、多目的ホールを含む複合化に
　ついて検討する。

・市内には1,000人前後収容可能なホールが５館あり、利用率
　の低下や施設の老朽化といった問題を抱えている。また
　設備等の修繕に多額の費用を要し、維持管理経費が膨大で
　あることから、市内に1,500～2,000人収容可能なホールを
　備えた施設への統合を検討する。

適正配置計画全体の理解を得ながら事業を推進していくために、以下に掲げる事業を設定し先行的に事業実施を進めていきます。
― 地域施設の再編モデル『総合支所の複合化』 ― ― 市域施設の再編モデル『文化会館の統合』 ―

・栃木市公共施設適正配置計画書は、市のホームページでご覧いただけます。　・公共施設再編課や、各総合支所の地域づくり推進課の窓口でも閲覧できます。

用  途  別  施  設  縮  減  方  針
　各施設を15の用途に分類し、施設の物理的状況（老朽化や耐震性）や、利用状況・費用対
効果（コストパフォーマンス）を判断材料とし、以下のことに留意し用途ごとに定めます。

 栃木市公共施設適正配置計画（第１期計画）の概要

施設の用途ごとに縮減目標を設定

①合併による施設の重複
②行政関与の必要性

③利用状況の妥当性
④設置目的との整合性

⑤市民アンケートの結果
⑥新設の場合には既存施設の廃止を 条件（スクラップ＆ビルド）

計　画　の　位　置　付　等
　この計画は、「公共施設のあり方ガイドライン」の基本理念や取組方針を踏まえ、公共施設の最適化の
実現に向け、施設用途ごとに縮減目標を定め、横断的な再編や保全のあり方を示し、行動につなげて
いくものです。

施　　設　　用　　途

平成２８年度  ～  平成３７年度 〔１０年間〕計　画　期　間

用
途
別
施
設
縮
減
目
標

先
導
的
モ
デ
ル
事
業

地域拠点施設
（新設）地域

公民館

総合支所 多目的
ホール

他の
用途施設

新文化会館
（新設）

都　賀
文化会館

岩　舟
文化会館

藤　岡
文化会館

大　平
文化会館

栃　木
文化会館

H27
4. 1

H38
3.31

万㎡0 10 20 30 40 50 60 70

▲62,000㎡
(▲10.3％)

(約59.8万㎡)(約59.8万㎡)

(約53.6万㎡)(約53.6万㎡)

公営住宅
公園
供給処理施設
その他

上水道施設
下水道施設
医療施設

学校教育系施設
子育て支援施設
保健・福祉施設
行政系施設

市民文化系施設
社会教育系施設
スポーツ・レクリエーション系施設
産業系施設

　第一期適正配置計画期間の全体の縮減目標面積は、約59万8千㎡
（平成27年４月１日の床面積を基準）を、平成37年度までに約53万
6千㎡とします。
　縮減面積は、約62,000㎡であり、縮減率は約10.3％となります。

皆で見守り支え合いが出来るまちづくりを目指して
by your side ～10代の君へ贈りたい物語展～

今月の注目情報 ２０１７（平成２９）年５月１９日　発行5 広報とちぎ　６月号


